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神山まるごと高専は2023年4月に開校し、

2026年2月現在3学年に約120名の学生が在籍

しています。本校のミッションは「テクノロ

ジー × デザインで人間の未来を変える」で

す。そのためには、学生が専門分野の知識を

活かしつつ、英語で自分の考えを表現し、他

者と議論できる力が欠かせません。英語のカ

リキュラム設計にあたり最も重視しているの

は、「言語力と思考力を同時に伸ばす」 とい

う視点でした。

私自身、大学で英語を専攻していたにもか

かわらず、初めての海外で How are you? に

自然に反応できず、What do you think? と問

われても言葉が出なかった苦い経験がありま

す。知識としての英語を学んでいても、自分

の考えを組み立てて伝える力を育ててこな

かった。この経験は長らく私のコンプレック

スであり、英語の授業をデザインする者とし

て「学生たちには同じ思いをさせたくない」

という強い問題意識につながっています。

ただし、EFL環境でこの目標を達成する

現 状、 多く の 高専で は 外部 試験 とし て

TOEIC®が広く活用されています。日本での

認知度や就職・編入活動での活用度を考えれ

ば、その有効性は疑う余地がありません。一

般的にTOEIC®はbusiness English、TOEFL®

はacademic Englishというふうに捉えられる

ことも多いと思います。ここで私が強調した

いのは、TOEFL®とTOEIC®を対立させたいわ

けではない、という点です。英語は英語で

のは容易ではありません。これは共通のチャ

レンジかと思いますが、本校でも学生の英語

力には大きな幅があります。中学校英語に不

安を感じる学生から英検準1級レベルまでが

同じクラスに集まります。そこで授業では、

基礎知識の定着を重視する活動と、自分の考

えを表現する活動を半分ずつ取り入れ、ボト

ムアップとトップダウン双方のアプローチを

組み合わせています。成績も筆記試験とパ

フォーマンステストを半分ずつにし、卒業時

には最低でもCEFR B1以上に到達することを

目標にしています。「将来やっぱり英語が必

要だ」と思い立ったときに再び自律的に学べ

るレベルを目指しています。

学生たちの可能性が「英語」という理由で

狭まることだけは避けたい。その思いから、

カリキュラムの成果を客観的に示す指標、そ

して学生自身が自分の力を客観視できる指標

が必要でした。こうした背景から、導入した

のがTOEFL Junior®でした。

あり、academicであれbusinessであれ、ま

ず基盤となる言語力をしっかり身につければ、

あとは必要な場面に応じて表現や語彙を学ぶ

だけで対応できると私は考えています。その

上で、TOEFL Junior®を選んだ理由を、3つ挙

げます。

1.導入の背景
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2.なぜTOEFL Junior®なのか
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2.1. 信頼性と方向性の一致

TOEFL®は世界200カ国、13,000以上の機

関で利用され、累計4,000万人以上が受験し

ている国際的に信頼性の高い試験です。作問

元のETSは300以上の査読付き研究を発表し

ており、妥当性と信頼性の裏付けは抜群です。

TOEFL iBT®は「英語ができる」だけでは解

けない試験であり、まさに「言語力と思考

力」の両輪が求められます。TOEFL Junior®

もそのFamily of Assessmentsの一部として

位置づけられ、本校が目指す方向性と長期的

に見ても一致しています。

2.2. 学生に適したレベルと発展性

TOEFL Junior®はCEFR B2までを測定可

能で、英語に苦手意識のある学生も頑張れば

理解できるかもしれない、と思える問題に

なっています。また、出題の背景は学校生活

や身近な題材が多いことから、学生の力を自

然に引き出してくれやすい試験だと感じてい

ます。合否がないため外部試験への入り口と

して取り組みやすい点も大きな魅力です。

TOEFL Junior®のスコアをきっかけに

TOEFL iBT®に挑戦したり、スコアアップを

今まで述べてきたように、高専1年生から

同じ指標で「学習の成果を確認する」ことを

始めるには、身近で、授業で扱う内容との親

和性が高いTOEFL Junior®から始めてみるこ

とも有効な選択肢であると考えます。このセ

クションではTOEFL Junior®の問題について、

私が本校で行っている授業内容との関連性や

高専で良く活用されているTOEIC®との比較

自信に英検準1級の勉強を始めた学生もいま

す。狙い通り、「次のステップへの入り口」

として機能し始めています。

私自身も受験しましたが、「あ、この問題

なら学生も手が届きそうだ」と感じる一方で、

「B2を超える壁の厚さ」も実感しました。そ

の実感とスコアをもとに、学生にあった声を

かけられるのは大きな利点です。

2.3. 実施のしやすさ

同じ範囲を測れる他試験と比べても費用は

安価※1です。実施形態も柔軟で、本校では

授業2コマを使って1、2年生は全員受験をし

ています。課外活動で忙しい学生に、放課後

や休日に集まって受験しよう、というのは現

実的ではありません。導入した背景でも説明

しましたように、全員が受けることのできる

環境を整えたいと考えておりますので、授業

時間内で受験できる点は大きなメリットでし

た。

※1準会場の詳細と受験料について

https://www.toefl-junior-primary.jp 

/group/#fee

も含めて簡単に説明します。もし実際の問題

にご興味がおありでしたら巻末の参考資料で

ご覧ください。

● Listening (リスニング セクション)

学校生活が題材で、多くの会話やディスカッ

ションは約1分40秒〜2分と長めです。背景知

識の有無に左右されにくく、解答時間も約12

秒あり、純粋なリスニング力を測定できます。

3. 出題内容と授業との関連

https://www.toefl-junior-primary.jp/group/#fee
https://www.toefl-junior-primary.jp/group/#fee
https://www.toefl-junior-primary.jp/group/#fee
https://www.toefl-junior-primary.jp/group/#fee
https://www.toefl-junior-primary.jp/group/#fee
https://www.toefl-junior-primary.jp/group/#fee
https://www.toefl-junior-primary.jp/group/#fee
https://www.toefl-junior-primary.jp/group/#fee
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1年次から長い音声を聞くことに慣れること

で、授業や留学、他試験への耐性も高まると

感じています。

● Language Form and Meaning

(文法・語彙 セクション)

TOEIC®語彙のPart5,6の様に語彙・文法の両

面を扱っていますが、文法を問う問題のバラ

エティが豊富です。これらの問題は私にとっ

ては授業の焦点設定にヒントを与え、学生に

同じ学生グループの2年間のスコア比較で

は、平均で29点の向上が見られました。特に

Language Form and Meaningで測られるスキ

ルは授業で扱う時間が少なかったため伸びが

限定的でしたが、逆に改善の余地が明確に

なったとも言えます。今年度は語彙学習課題

や音読活動を追加し、正しい英語感覚の定着

を意識しています。

また、学生がCEFRを用いて自ら目標を

TOEFL Junior®の導入は、学生の現状を把

握し、次のステップへとつなげる効果的な指

標となりつつあります。英語力と思考力を同

時に伸ばすという本校の英語カリキュラムの

目標達成と、学生の可能性を広げる道具とし

て今後も活用していきたいと考えています。

「高専生の英語力をどう伸ばすか」という共

通の課題を持つ私たちにとって、TOEFL

は「正しい英語感覚」を育むきっかけを与え

るになることを期待できます。

● Reading(リーディング セクション)

問題数は少ないものの一題あたりの分量が多

く、論理的な読解を促します。TOEIC®より

一 つ の文 章が 長 いこと が 多く 、早 い段 階

で大量インプットに慣れる効果が期待でき、

Listeningで述べたようなメリットがあると考

えます。

設定するようになったのも成果です。「点数

のための勉強」ではなく、英語を使う場面を

意識した学習へとつながっていくことを期待

しています。

今後は、可能な限り授業設計の一部として

全員受験を継続しつつ、高学年では希望制も

取り入れる予定です。さらに、個人のスコア

推移や学校成績とのクロス分析を進め、カリ

キュラム改善に役立てたいと考えています。

Junior®の活用は一つの有効な選択肢になるの

ではないでしょうか。

5. おわりに

4. 活用状況と今後の展望
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参考資料

A) Listening (リーディング セクション)の例題＋解答・解説

(TOEFL Junior®テスト公式問題集［改訂版］解答・解説 pp.18-20)



６
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B) Language Form and Meaning (文法・語彙セクション)の例題＋解答・解説+コメント

8

(TOEFL Junior®テスト公式問題集［改訂版］p.66 & 解答・解説 p.38)
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コメント：

例1で私がユニークだと思う点は、選択肢に文法的に間違っているものが入っていること

です。他の試験の選択肢では(B)や(C)の選択肢は見かけないと思います。自分で解きなが

ら、十分なinputがあれば答えられるなとも感じました。受動態の語順を問う問題ですが、

助動詞の位置や副詞が何を修飾しているのかまで考える必要があります。
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(TOEFL Junior®テスト公式問題集［改訂版］p.67 & 解答・解説 p.39)
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コメント：

これは主語となる名詞句を選べるか、という問題です。このような長さの比較検討をして選択

肢を選ぶ問題は他の英語の試験ではあまり見かけません。これらの問題はAuthentic inputや

文法知識の定着の重要性を促してくれるものだと思っています。正しい英語感覚や文法知識は

C1以上を測れる試験では前提条件となっていますので、TOEFL Junior®は入門の試験として大

変有効だと思っています。

C) Reading (リーディング セクション)の公式問題集・模擬テスト1回分の長文問題語数比較、

例題＋解答・解説

(ワードカウントはChatGPTで実施)



13

(TOEFL Junior®テスト公式問題集［改訂版］pp.76-77 & 解答・解説 pp.46-47)
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(TOEFL Junior®テスト公式問題集［改訂版］pp.80-81 & 解答・解説 pp.49-51)
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